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「平和を願うみんなの集い 
     折り鶴コンサート」が大成功 

最近発行された『月刊保団連』臨時増刊号『いま、イラクの子どもたちは』で、

目を覆いたくなるような悲惨な子どもたちの姿の写真を見、これらの先天性異常や

小児の白血病や各種のガンの増加が、湾岸戦争以後に増加しているという現地のイ

ラク人医師の証言などから、アメリカが使った劣化ウラン弾とは無関係でないこと

を実感しました。 

石川県保険医協会と核戦争を防止する石川医師の会（略称：反核医師の会）は、

5月23日に市民と共に「平和を願うみんなの集い　折り鶴コンサート」をシンガー

ソングライターの梅原司平さんを呼んで開催し、家族づれや多くの青年など地方都

市・金沢では異例の650人の参加者を集め、歌を通しての「平和の集い」となりま

した。幕が降りる頃には、舞台と会場が一体となって「折り鶴」の大合唱となり、

今時の青年たちの中に平和を願うこんなに沢山の人たちがいることに感動し涙する

年配の方も見られました。参加者の入場料から「イラクの劣化ウラン被害者のため

に」50万円のカンパができたことも大きな成果でした。 

昨年来、反核医師の会は、フォトジャーナリスト森住卓氏の講演会「もうひとつ

の核戦争―イラク・湾岸戦争の子どもたち」を開催し、また鎌仲ひとみ監督の「ヒ

バクシャ―世界の終わりに」の上映会にも協力しました。それぞれ大勢の市民が参

加し、イラクでの劣化ウラン弾によると思われる放射能障害の実態を知り、「なに

かをしなければ」という気持ちが一つになって輪がひろがり、今回のコンサートの

成功につながっていきました。コンサートの実行委員会も最初は数人の出発でした

が、次第にいろんな職種の青年や学生たちが集まり、参加者は予想を上回る人数と

なりました。チケット普及枚数はカンパも含めて810枚になりました。 

石川県保険医協会も本年2月の第30回総会で「自衛隊のイラク派兵の中止」を求

めてアピールを出しており、創立30周年記念事業としてコンサートの共催団体にな

りました。 

保険医協会といい、核戦争を防止する医師の会といい、極めて堅苦しい名称であ

り組織であり、若い世代とはかけ離れた存在ではありますが、今回の活動を通して、

若い世代へ「平和の大切さ」を具体的に継承していくことの大切さを学びました。

また、イラクの子どもたちへ医療支援の一助となったことをうれしく思います。詳

細については全国保険医新聞6月5日号に紹介されました。 

石川県保険医協会 会長　井沢　宏夫 

♪　はばたけ折り鶴　私からあなたへ 
はばたけ折り鶴　あなたから世界へ　♪ 
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開
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政
治
を
変
え
る
こ
と
か
ら 

会
長
　
井
沢
　
宏
夫（
金
沢
市
・
内
科
） 

保
団
連
今
年
度
　
第
一
回
代
議
員
会 

六
月
二
十
七
日
、
東
京
で
今

年
度
第
一
回
代
議
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。
前
半
期
の
活
動
と
今

後
の
方
針
に
つ
い
て
討
議
さ
れ

た
。
内
容
は
大
ま
か
に
次
の
通

り
で
あ
る
。

現
在
、
多
く
の
開
業
保
険
医

は
治
療
中
断
患
者
の
治
療
を
ど

う
す
る
か
や
、
医
院
経
営
の
悪

化
を
ど
う
す
る
か
悩
み
な
が
ら

毎
日
の
診
察
を
し
て
い
る
。

四
月
の
診
療
報
酬
改
定
は
、

経
営
へ
の
さ
ら
な
る
悪
化
を
比

較
的
軽
微
に
止
め
た
と
は
い

え
、
今
後
の
「
抜
本
改
定
」
へ

の
布
石
と
し
て
、
政
府
や
財
界

の
思
惑
ど
お
り
の
医
療
、年
金
、

介
護
一
体
で
の
社
会
保
障
「
改

革
」
計
画
が
反
映
さ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
わ
れ
わ
れ

の
直
面
す
る
医
療
や
経
営
の
危

機
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
直

面
す
る
課
題
へ
の
対
応
と
と
も

に
、
根
本
的
に
政
治
の
在
り
方

を
変
え
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
に

あ
る
。

わ
れ
わ
れ
医
療
従
事
者
の
果

た
す
べ
き
役
割
は
、
憲
法
に
保

障
さ
れ
た「
社
会
保
障
や
平
和
」

を
基
盤
に
置
く
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
そ
の
「
社
会
保

障
や
平
和
」
を
脅
か
す
動
き
が

小
泉
内
閣
に
よ
っ
て
強
行
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
結
果
の
一
部
が

〝
現
在
の
医
療
の
実
態
〞
な
の

で
あ
る
。
医
療
機
関
の
経
営
の

厳
し
い
状
況
は
、
支
払
い
基
金

の
年
間
確
定
状
況
で
も
前
年

比
、
件
数
で
マ
イ
ナ
ス
二
％
、

支
払
い
金
額
で
マ
イ
ナ
ス
五
・

八
％
で
あ
る
。
国
民
生
活
実
態

で
も
勤
労
者
の
収
入
は
三
年
連

政
府
は
、
来
年
に
か
け
て
小

泉
政
権
の
基
本
政
策
を
示
す

「
骨
太
方
針
〇
四
」
で
、
医
療
、

年
金
、
介
護
を
一
体
と
す
る

「
社
会
保
障
改
革
と
消
費
税
増

税
」
を
計
画
し
て
い
る
。
わ
れ

日
本
医
師
会
に
も 

共
同
を
呼
び
か
け 

続
減
で
あ
る
一
方
、
大
企
業
、

例
え
ば
社
会
保
障
改
悪
の
先
導

を
す
る
経
団
連
ト
ッ
プ
の
ト
ヨ

タ
は
最
終
利
益
前
期
比
五
五
％

増
（
一
兆
円
超
）
と
な
っ
て
お

り
、
国
民
生
活
低
下
や
医
療
機

関
の
経
営
難
と
大
企
業
の
高
収

入
と
が
顕
著
に
二
極
分
化
を
示

し
て
い
る
。

わ
れ
は
、
こ
れ
ら
を
阻
止
す
る

た
め
に
、
患
者
団
体
、
高
齢
者

団
体
、
消
費
者
団
体
な
ど
の
諸

団
体
と
の
提
携
し
た
活
動
や
、

広
範
な
医
療
団
体
と
の
懇
談
交

流
を
す
す
め
、
一
致
す
る
点
で

協
力
共
同
が
国
民
的
規
模
に
発

展
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

日
本
医
師
会
の
植
松
会
長
も

社
会
保
障
と
し
て
の
医
療
を
堅

持
す
る
姿
勢
を
表
明
す
る
一
方

で
、
消
費
税
に
つ
い
て
は
医
療

へ
の
ゼ
ロ
税
率
要
求
か
ら
軽
減

税
要
求
に
す
る
考
え
を
示
し

た
。
保
団
連
は
一
致
す
る
要
求

で
の
共
同
を
重
視
す
る
と
共

に
、
要
求
の
違
い
に
つ
い
て
は

保
団
連
の
見
解
を
示
し
、
批
判

も
し
、
一
致
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
。

全国から261人が出席して開かれた保団連代議員会
発言に立つのは、井沢宏夫会長

前
回
の
理
事
会
後
に
、
折

り
鶴
コ
ン
サ
ー
ト
、
北
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
事
務
所
の

拡
張
移
転
の
準
備
等
々
が
あ

り
、
事
務
局
は
大
忙
し
の
た

め
、
当
日
資
料
の
み
の
会
議

と
な
っ
た
。

報
告
事
項
の
主
な
も
の

は
、
以
下
の
と
お
り
。

【
総
務
部
】
事
務
所
の
拡
張

移
転
に
関
す
る
懸
案
事
項

（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
確
認
、

新
事
務
所
什
器
備
品
の
購

入
・
移
転
費
用
の
確
定
、
新

事
務
所
内
見
会
の
準
備
状

況
）
と
満
員
御
礼
と
な
っ
た

「
平
和
を
願
う
み
ん
な
の
集

い
　
折
り
鶴
コ
ン
サ
ー
ト
」

の
報
告
。

【
財
政
部
】
口
座
振
替
手
数

料
の
据
え
置
き
。

【
経
営
・
共
済
部
】
医
院
経

営
セ
ミ
ナ
ー
（
消
費
税
法
の

改
正
と
医
療
機
関
の
対
応

策
）
や
「
ゼ
ロ
税
率
」
の
普

及
活
動
と
「
医
事
紛
争
予
防

に
関
す
る
講
演
会
」
の
企
画

内
容
の
決
定
。

【
歯
科
部
】
サ
タ
デ
イ
ナ
イ

ト
セ
ミ
ナ
ー
「
医
療
制
度
改

革
の
真
の
狙
い
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
」
の
評
価
と
歯
科
保

健
事
業
の
立
案
な
ど
に
対
し

て
の
行
政
と
の
取
り
組
み
方

の
検
討
。

【
学
術
・
保
険
部
】
講
演
会

「
排
尿
障
害
（
第
二
回
）」
の

評
価
と
今
後
の
啓
蒙
運
動
や

地
域
医
療
と
の
連
携
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
。

【
医
療
福
祉
部
】「
福
祉
マ
ッ

プ
」
の
進
行
状
況
と
「
七
三

一
部
隊
の
視
察
報
告
会
」
や

「
医
療
電
算
化
の
光
と
陰
」

講
演
会
計
画
。

【
機
関
紙
・
文
化
部
】「
介
護

保
険
座
談
会
」
の
進
め
方
。

以
上
の
よ
う
な
盛
り
だ
く

さ
ん
の
報
告
が
あ
っ
た
。

協
議
事
項
で
は
、
石
川
県

か
ら
十
人
が
出
席
し
た
北
信

越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
報
告

（
午
前
中
は
全
体
会
議
で
保

団
連
政
策
担
当
理
事
で
あ
る

奈
良
協
会
の
歯
科
医
師
馬
場

淳
先
生
が
政
府
財
界
が
目
指

す
国
民
負
担
増
の
医
療
、
福

祉
、
年
金
の
構
造
改
革
に
対

す
る
対
抗
軸
で
あ
る
保
団
連

提
言
に
つ
い
て
、
そ
し
て
午

後
か
ら
の
医
科
・
歯
科
分
科

会
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

診
療
報
酬
の
問
題
提
起
に
つ

い
て
）
が
あ
り
、
そ
れ
に
対

す
る
感
想
と
質
疑
応
答
が
あ

っ
た
。

ま
た
、
保
団
連
代
議
員
会

や
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者

を
決
定
し
、
そ
し
て
、
三
十

周
年
記
念
事
業
な
ど
多
く
の

活
動
計
画
を
煮
詰
め
る
た
め

に
、
来
週
総
務
部
会
を
開
催

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

【
小
島
　
記
】

引 越 し で 
大 忙 し 
（６月１日・14人出席） 

第4回 理事会点描 
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数
々
の
矛
盾
や
問
題

点
を
抱
え
た
ま
ま
、
姑

息
な
保
険
料
の
値
上
げ

や
給
付
率
の
低
下
を
柱

に
し
た
年
金
改
革
法
案

が
、
六
月
五
日
の
国
会

で
可
決
成
立
し
た
。
今
、
国
民
年
金

の
未
納
率
は
四
〇
％
と
言
わ
れ
、
国

民
皆
年
金
は
今
や
完
全
な
「
絵
に
描

い
た
餅
」
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
国
民
健
康
保
険
の
未
加
入

者
（
率
）
に
つ
い
て
も
現
在
危
機
的

な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
十
一

月
の
国
保
新
聞
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇

三
年
六
月
一
日
時
点
で
の
市
町
村
国

保
の
滞
納
世
帯
数
状
況
は
、
四
百
五

十
四
万
六
千
七
百
十
四
世
帯
。
国
保

料
・
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
は
全

世
帯
の
一
九
・
二
％
で
あ
り
、
そ
れ

に
伴
う
資
格
証
明
書
の
交
付
状
況
は

二
〇
〇
三
年
は
三
千
百
九
十
八
市
町

村
で
二
十
五
万
八
千
三
百
三
十
二
世

帯
、
短
期
被
保
険
者
証
の
交
付
で
は

二
千
八
百
三
十
一
市
町
村
で
九
十
四

万
五
千
八
百
二
十
四
世
帯
と
の
報
告

が
あ
る
。
ま
さ
に
国
民
年
金
の
み
な

ら
ず
、
医
療
保
険
も
崩
壊
の
危
機
に

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
保
障
の
危
機
的

な
状
況
の
下
、
昨
年
来
私
た
ち
は
、

金
沢
大
学
法
学
部
の
井
上
英
夫
教
授

を
講
師
に
社
会
保
障
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
き
た
。
そ
の
冒
頭
、
井
上
教

授
よ
り
人
権
保
障
の
定
義
と
し
て
、

「
す
べ
て
の
人
が
『
あ
ず
ま
し
く
』

暮
ら
し
て
い
け
る
た
め
の
思
想
で
あ

り
制
度
で
あ
り
、シ
ス
テ
ム
で
あ
る
」

と
お
教
え
い
た
だ
い
た
。（
あ
ず
ま

し
く
と
は
青
森
弁
で「
や
す
ら
か
に
」

「
安
心
し
て
」
・
・
・w

ell-being

の

意
味
）。
そ
の
保
障
が
日
本
国
憲
法

で
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
政

府
は
そ
れ
を
実
現
す
る
義
務
が
あ

る
。
そ
れ
が
実
行
さ
れ
て
い
る
社
会

で
は
、
年
金
の
未
加
入
や
未
納
、
健

康
保
険
料
の
未
納
、
滞
納
が
起
こ
る

は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
現
在
の
政
財
界
の
考
え

方
は
、
社
会
保
障
の
費
用
負
担
増
大

が
国
を
亡
ぼ
す
と
の
考
え
方
で
あ

る
。「
そ
れ
は
、
や
は
り
お
か
し
い
」

を
私
た
ち
は
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
も
そ
も
「
国
、
国
家
」
の
役
割
と

は
？
・
・
・
そ
れ
は
そ
の
国
民
の
生

命
と
生
活
を
ま
ず
保
障
す
る
こ
と
で

は
な
い
か
。
そ
れ
を
実
行
す
る
た
め

の
政
策
の
実
行
と
予
算
執
行
を
第
一

に
優
先
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
保
団

連
で
も
「
医
療
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

発
表
し
、
最
終
的
に
は
、
医
療
保
障

制
度
の
十
割
公
費
給
付
な
ど
を
提
言

し
た
。
ま
た
医
師
会
で
も
日
本
の
医

療
保
険
制
度
の
優
位
性
を
直
接
患

者
・
国
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
運
動
を

開
始
し
た
。

私
た
ち
は
今
、
社
会
保
障
制
度
に

関
す
る
基
本
的
な
学
習
を
さ
ら
に
深

め
る
と
同
時
に
、
そ
の
主
張
を
広
く

真
摯
に
、
例
え
ば
以
下
の
よ
う
に
国

民
に
訴
え
て
い
か
な
け
ば
な
ら
な
い

時
と
思
う
。

「
そ
も
そ
も
国
の
最
も
重
要
な
役

割
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
　
道
路

や
新
幹
線
を
作
る
こ
と
？
　
外
国
か

ら
の
侵
略
に
備
え
て
軍
備
を
増
強
す

る
こ
と
？
　
否
、
一
番
大
切
な
こ
と

は
、
国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
こ
と
、
病
気
に
な
っ
て
も
お
金

の
心
配
が
な
い
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？
」
と
。

道
路
や
軍
備
で
は
な
く 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と 

今
、日
本
の
社
会
保
障
の
危
機 

国
の
最
も
重
要
な
役
割
は 

道
路
や
軍
備
で
は
な
く 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と 

小
浦
内
科
医
院
院
長
　
小
浦
　
隆
義（
金
沢
市
・
内
科
） 

会員デビュー講演     

基
幹
病
院
の
専
門
医
が 

よ
り
身
近
な
存
在
に 

安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
病
診
連
携 

テ
ー
マ 

第7回 

1
二
〇
〇
一
年
に
開
業
し
、
は

や
三
年
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
の

三
年
間
を
振
り
返
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
意
味
で
病
診
連
携
の
大
切

さ
を
感
じ
ま
す
。
病
診
連
携
の

メ
リ
ッ
ト
と
い
え
ば
、
第
一
に

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
の
安
心
感

や
満
足
感
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

安
心
感
や
満
足
感
は
「
か
か
り

つ
け
医
」
か
ら
の
迅
速
で
適
切

な
専
門
医
へ
の
紹
介
で
あ
り
、

さ
ら
に
病
状
が
落
ち
着
つ
け
ば

「
か
か
り
つ
け
医
」
で
ま
た
診

て
も
ら
え
る
こ
と
の
安
心
感
や

満
足
感
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
三
年
間
で
肺
炎
、

急
性
胆
嚢
炎
、
急
性
胆
管
炎
、

急
性
虫
垂
炎
や
急
性
肝
炎
な
ど

の
感
染
性
疾
患
、
心
筋
梗
塞
、

脳
梗
塞
や
腹
部
大
動
脈
瘤
と
い

っ
た
循
環
器
疾
患
、
糖
尿
病
の

教
育
入
院
お
よ
び
イ
ン
シ
ュ
リ

ン
療
法
の
導
入
あ
る
い
は
食
道

癌
、
胃
癌
、
大
腸
癌
、
膵
臓
癌
、

肺
癌
や
白
血
病
と
い
っ
た
悪
性

疾
患
な
ど
を
診
断
し
専
門
医
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

腹
痛
で
来
院
さ
れ
診
察
お
よ
び

腹
部
超
音
波
検
査
で
急
性
胆
嚢

病診連携の価値について講演する小浦隆義会員

参加者からも多くの質問が寄せられた（5月13日・金沢都ホテル）

炎
と
診
断
し
た
だ
ち
に
紹
介
と

な
っ
た
患
者
さ
ん
の
場
合
、
発

病
よ
り
短
時
間
で
あ
っ
た
た
め

腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術
の
適
応

と
な
り
ま
し
た
。
手
術
を
施
行

し
速
や
か
に
回
復
退
院
さ
れ
大

変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

第
二
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
基
幹

病
院
と
の
連
携
に
よ
る
私
も
含

め
た
ス
タ
ッ
フ
の
質
の
維
持
お

よ
び
向
上
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

開
業
時
に
は
基
幹
病
院
の
内
視

医院経営セミナー 医院経営セミナー 

参　加　費 無　料 

テキスト 2004年版『保険医の経営と税務』 

と　　き 7月24日（土） 午後7時～午後9時 
と　こ　ろ 金沢都ホテル   5階「蓬莱の間」 
主　　催 石川県保険医協会・有限会社ヒポクラテス 

対　　象 会員、配偶者、事務長 

講　　師 全国保険医団体連合会参与 
神奈川県保険医協会顧問税理士 

テ　ー　マ 消費税法の改正と医療機関の 
対応策　～ゼロ税率の必要性～ 

益子　良一氏 

●お申し込み…保険医協会まで電話またはFAXで。 

電話  076（222）5373　FAX  076（231）5156
多数の参加をお待ちしています。会場準備のため、お早めにお申し込みください。 

鏡
セ
ン
タ
ー
へ
ス
タ
ッ
フ
全
員

で
研
修
に
赴
き
ま
し
た
。
私
自

身
は
開
業
前
ま
で
消
化
器
内
科

専
門
医
と
し
て
医
療
に
携
わ
っ

て
お
り
、
開
業
後
も
内
視
鏡
検

査
お
よ
び
内
視
鏡
に
よ
る
日
帰

り
手
術
を
行
う
た
め
で
す
。
内

視
鏡
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
に

は
懇
切
丁
寧
に
内
視
鏡
の
保
守

管
理
ま
で
指
導
い
た
だ
き
感
謝

し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
昨
年

で
す
が
、
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
が

加
わ
っ
た
際
に
も
同
様
の
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。
他
の
医
療

施
設
を
み
る
こ
と
は
口
で
は
表

せ
な
い
良
い
刺
激
が
あ
り
、
今

後
も
適
宜
続
け
よ
う
と
思
う
次

第
で
す
。

ま
た
、
基
幹
病
院
と
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
新
し
い
治
療
に

か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
ペ
グ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
に
よ
る
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
の
治

療
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
数
多
く

の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
療
法
に

携
わ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ペ
グ

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
は
昨
年
十

二
月
に
承
認
さ
れ
た
新
し
い
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
で
す
。
効
果

も
高
い
の
で
す
が
副
作
用
も
強

く
、
慎
重
な
管
理
が
要
求
さ
れ

ま
す
。
基
幹
病
院
よ
り
紹
介
が

あ
り
今
年
四
月
よ
り
当
院
で
継

続
加
療
を
行
い
基
幹
病
院
の
担

当
医
と
Ｅ
メ
ー
ル
で
連
絡
を
取

り
な
が
ら
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
治
療
に
直
接
か
か
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
得
た
知
識
は
臨
床

医
と
し
て
は
な
に
も
の
に
も
代

え
難
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
医
療

機
関
自
体
が
病
診
連
携
を
通
し

て
風
通
し
の
よ
い
も
の
と
な
っ

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
患

者
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
「
か
か

り
つ
け
医
」
に
よ
り
基
幹
病
院

の
専
門
医
が
よ
り
身
近
な
存
在

と
な
り
つ
つ
あ
り
、
よ
り
よ
り

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
と
な
っ
て
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
患
者
さ
ん
の
紹
介
を

通
し
て
、
紹
介
す
る
側
、
紹
介

さ
れ
る
側
も
そ
の
実
力
が
問
わ

れ
る
時
代
と
な
っ
て
き
て
い
る

の
も
事
実
で
す
。
今
後
も
一
臨

床
医
と
し
て
病
診
連
携
を
基
に

基
幹
病
院
に
赴
き
直
に
専
門
医

と
意
見
交
換
し
な
が
ら
、
研
鑽

を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
患
者

さ
ん
に
安
心
感
や
満
足
感
の
あ

る
医
療
を
提
供
で
き
る
こ
と
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。



2004年7月15日（毎月15日発行）（4）第387号　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

１．保険者　　　国民健康保険・羽咋市

２．年　齢　　　75歳　男性

３．診療月　　　平成16年３月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成16年５月

５．病名・診療開始月

（1）（主）慢性胃炎 平成14年10月17日

（2）胃潰瘍 平成16年３月25日

（3）胸痛 平成16年３月25日

６．該当月の診療実日数：２日

＜主治医の意見＞
胃の精査なしに病名：胃潰瘍に対し、パリエットを投与したとして返戻

されました。当院は胃透視も胃カメラも行っていないため、診察、自覚症

状から胃潰瘍と診断しました。

この患者は平成14年４月に一度、胃潰瘍の病名に対し、オメプラゾンを４

日間投与しましたが、その後、胃潰瘍の病名も抗潰瘍剤の投与も行っていま

せん。精査（胃カメラ等）なしの投与が不能というのは理解できません。

下記のように備考欄に理由を書いて再提出しました。

「慢性胃炎にて通院中でしたが、３月25日心窩部痛出現のため来院、

ECGにて虚血性心疾患を除外したうえで、自覚症状及び理学的所見等によ

り胃潰瘍と診断し、パリエットを投与しました。ご配慮をよろしくお願い

致します」

＜保険医協会のコメント＞
第197例は精査なしでプロトンポンプインヒビター（パリエット）を処

方したところ精査なしで処方した理由を問う返戻となった事例です。

パリエットの投与のみならず、胃潰瘍の治療にあたっては、内視鏡検査

あるいは透視等により、がんを除外すると同時に潰瘍を確認するのが現在

では通常の診断過程です。これら診断過程を省略して治療に入ることが保

険診療上妥当かどうかが197例における争点といえます。言い換えれば、

一般無床診療所において、臨床医の経験と注意深い診察、経過観察によっ

て胃潰瘍の診断（胃がんでない）を下すことが、医療水準として妥当かど

うかということになります。

ここで、いつものように、パリエット投与にあたって薬事法に特段の規

定があるかどうかを確認してみます。適応の項には、適応関連注意として、

「本剤の投与が胃がんによる症状を隠ぺいすることがあるので悪性でない

ことを確認の上投与する」との事項があります。薬事法上も胃がんとの鑑

別を求めているということができますが、いかなる方法で胃がんを除外す

るかについては記載されていません。ピロリ菌のように、診療報酬上はっ

きりとした規定がある場合は、それに拘束されますが、本件の場合のよう

に、診療報酬上もローカルルール上もはっきりとした規定がない場合は、

いわゆる医療水準としてどうかということになり、症例によっては臨床医

としての経験と注意深い診察、経過観察により胃がんを相当程度除外でき

る場合もないとはいえません。197例が査定ではなく返戻であった理由は、

こういうところにあるものと思われます。

従って、本件の再請求にあたっては、内視鏡検査あるいは透視等によら

なくても相当程度の蓋然性を持って「胃がんではなく胃潰瘍」であるとの

診断が下せる症例であることを説明する必要があるといえます。

胃の精査なしに胃潰瘍と診断してパリエットを投与し、 
返戻された事例 

＜第197例＞ 

『保険審査通信』に寄せられた相談事例

『保険審査通信』 納得の 
いかない 
返戻、査定は 

でお知らせ 
　ください。

FAX  ０７６（２３１）５１５６　E-mail  iskw-hok@doc-net.or.jp

「保険審査通信」は、納得のいかない返戻や査定があっ
た場合に会員医療機関からお知らせいただき、保険医協
会が『石川保険医新聞』を通してコメントを掲載しています。 

会員医療機関におかれましては、不当あるいは納得で
きない返戻・査定の情報を保険医協会にＦＡＸにてお送り
ください。 

※保険審査通信は年に数回、会員医療機関に送付していますが、紛失した場合や追加が必要な場合は、保険医協会までご請求下さい。 

【企画趣旨】 
主催者の石川県保険医協会歯科部は、今回、以下の趣旨のもとに講演

会を開催します。保健関係者には、『地域保健活動』において大きな役
割が期待されています。その推進には医療関係者ばかりでなく、公衆衛
生活動の最前線に位置する市町村保健センターや保健所なども含めて、
広く地域全体として取り組むことが求められています。 
今までの集団感染症対策中心の公衆衛生活動に変わり、現在では住民

のニーズを的確に把握し、地域に適した効果的な活動が求められるよう
になりました。厚生労働省も具体的数値目標などを打ち出して推進に努
めています。 
例えば歯科保健においても、2000年4月1日施行の『健康日本21』にお

いて、中長期的国民の健康づくり対策として挙げられた栄養・運動・休養・
タバコ・アルコール・歯の健康・糖尿・循環器疾患・ガンの9項目の重点
分野のひとつとして掲げられています。さらに、2003年5月1日に施行さ
れた『健康増進法』では、国や自治体、そして健康増進事業実施者にも
責務を定めています（都道府県には都道府県健康増進計画の実施義務を、
市町村には市町村健康増進計画の努力義務を）。 
歯科保健においても1989年の『8020運動』以来、具体的数値目標掲げ

保健事業の推進を求めている現状です。 
しかしながら、現状の市町村の企画現場においては、地域住民に自信

を持て問える、評価に耐えうる歯科保健計画の立案・実施となると、容
易ではないようです。現場では、たとえ計画を立案しても予算化が困難

だろうとか、人員の不足などが頭をよぎってしまって、消極的になりが
ちだと知りました。 
しかし、厚生労働省の体系的な政策ビジョンを理解すれば、違った展
開が期待できるのではないかと思っています。決して消極的になる必要
はなく、結果として地域住民の健康増進に寄与するなら、堂々と予算化
を請求すべきでではないか、それを厚生労働省も望んでいるし、国民も
望んでいるのではないかと思っています。 
このような思いから、前厚生労働省の歯科保健課長の役職にあった東
京医科歯科大学大学院歯科医療政策分野教授の瀧口徹氏から、厚生労働
省の体系的な政策ビジョンと経験と現職からみた今後の展望を直接お聞
きし、また第一線で住民と接する現場担当者からの質問に直接お答え願
えれば非常に有意義と思い、この講演会を企画いたしました。石川県の
歯科保健関係者に新たな気持ちで地域住民のため、歯科保健活動に携わ
れるような内容になることを期しています。 
対象者は石川県下の地域保健関係者であればどなたでも参加できます。
広く関係者のご参加をお待ちしています。資料準備の都合がありますので、
下記の連絡先まで事前申込みをお願いします。 
なお、講演の内容については、歯科保健の基本的な考え方や具体例を
基本イメージとしています。事前に質問事項などありましたら、下記の
保険医協会宛にメール・ファクスにてお送りください。講演内容に反映
させていただきます。 

 演　題 『日本の歯科保健・医療の現状と 
 　　　　　その将来を決める要因について』 
 講　師 前厚生労働省歯科保健課長　瀧口　徹氏 
 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科教授 
 （環境社会医歯学系専攻   医療政策学講座   歯科医療政策学分野） 

【開催要項】 
と　 き 2004年8月27日（金）午後7時～午後9時  
と こ ろ 石川郡野々市町  野々市町保健センター  1階集団指導室 
 （石川郡野々市町三納500－1　電話076－248－3511） 

参加費 無料  
主　催 石川県保険医協会  
協　賛 野々市町  
後　援 石川県  
連絡先 石川県保険医協会 
 メール： ishikawa-hok@doc-net.or.jp 
 F A X： 076－231－5156　電　話： 076－222－5373
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歯科保健事業に関する 
講演会のご案内 
歯科保健事業に関する 
講演会のご案内 
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六
月
十
二
日
（
土
）、
金
沢

若
松
病
院
で
開
催
さ
れ
た
日
本

Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
石
川
県
支
部
の
講

演
会
に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

な
ぜ
私
が
参
加
し
た
か
と
い
う

と
「
各
特
定
疾
患
治
療
研
究
医

療
機
関
の
長
」（
う
ち
も
そ
う

な
の
？
）
あ
て
に
県
の
健
康
推

進
課
か
ら
案
内
が
あ
り
、
協
会

の
社
会
保
障
セ
ミ
ナ
ー
で
お
な

じ
み
の
金
沢
大
学
法
学
部
教
授

の
井
上
英
夫
先
生
の
お
名
前
が

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
あ
っ
た
か
ら
で

す
。Ａ

Ｌ
Ｓ
は
ご
存
じ
、
筋
萎
縮

性
側
索
硬
化
症
の
略
で
、
全
身

の
運
動
神
経
が
障
害
さ
れ
て
呼

吸
す
る
こ
と
す
ら
困
難
に
な
る

神
経
難
病
で
す
。
井
上
先
生
と

Ａ
Ｌ
Ｓ
に
ど
の
よ
う
な
接
点
が

あ
る
の
か
な
あ
、「
神
経
難
病

と
人
権
」
の
講
義
が
拝
聴
で
き

る
の
か
な
あ
、
と
期
待
し
た
の

と
、
も
う
ひ
と
つ
は
今
ま
で

「
医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
の

た
め
の
講
演
会
」
で
取
り
上
げ

て
き
た
、
胃
ろ
う
・
褥
瘡
・
摂

食
嚥
下
・
排
尿
障
害
等
々
の
介

護
医
療
技
術
は
、
こ
う
い
っ
た

患
者
さ
ん
た
ち
の
た
め
に
こ
そ

集
学
的
に
生
か
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
思
い
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。

当
日
は
少
し
遅
刻
し
て
途
中

参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
日
本

Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
長
の
橋
本
操
さ
ん

の
講
演
か
ら
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
橋
本
さ
ん
は
二
人
の

お
嬢
さ
ん
と
ご
主
人
を
従
え

て
、
早
朝
東
京
を
発
っ
て
来
ら

れ
た
そ
う
で
、
疲
れ
も
見
せ
ず

に
ポ
ン
ポ
ン
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
に
ご
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
、
と
言
い

ま
し
た
が
、
実
際
に
は
お
嬢
さ

ん
た
ち
が
母
の
目
の
細
か
い
動

き
を
読
み
取
り
、
そ
れ
を
翻
訳

し
て
代
読
す
る
わ
け
で
す
か

ら
、
彼
女
た
ち
な
り
の
脚
色
が

加
わ
っ
て
面
白
く
な
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

続
い
て
、
井
上
先
生
の
ご
講

演
は
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
の
参
政
権

に
関
す
る
裁
判
を
支
援
さ
れ
た

ご
縁
で
今
日
の
講
演
を
お
引
き

受
け
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
か
ら

始
ま
り
、
原
告
に
「
な
ぜ
命
の

危
険
を
冒
し
て
ま
で
投
票
に
行

き
た
い
の
か
」を
問
い
た
だ
し
、

そ
の
中
か
ら
見
出
し
た
「
ど
ん

な
に
高
度
障
害
で
あ
っ
て
も
社

会
的
存
在
で
あ
り
続
け
た
い
」

と
い
う
切
実
な
願
い
を
、
裁
判

を
通
し
て
社
会
に
訴
え
て
い
く

作
業
で
あ
っ
た
、
と
い
う
よ
う

な
お
話
で
し
た
。
な
る
ほ
ど
、

裁
判
と
い
う
と
「
コ
ワ
イ
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
け
れ
ど

も
、
何
か
変
だ
ぞ
、
こ
れ
っ
て

何
だ
か
許
せ
な
い
、
と
思
っ
た

時
に
、
い
っ
た
い
何
が
問
題
な

の
か
を
客
観
的
に
あ
ぶ
り
出
し

て
具
体
化
し
、
社
会
に
対
し
て

発
信
し
て
い
く
ひ
と
つ
の
ツ
ー

ル
な
の
だ
と
妙
に
納
得
し
て
し

ま
い
ま
し
た
（
少
し
は
井
上
ゼ

ミ
の
門
下
生
っ
ぽ
く
な
り
ま
し

た
か
）。

ち
ょ
っ
と
脱
線
し
ま
す
が
、

最
近
読
ん
だ
本
の
中
で
皆
さ
ん

に
お
勧
め
し
た
い
一
冊
、『
泣

い
て
暮
ら
す
の
も
一
生
・
笑
っ

て
暮
ら
す
の
も
一
生
』（
岩
波

書
店
・
千
六
百
八
十
円
税
込
）

の
中
で
、
著
者
の
照
川
貞
喜
さ

ん
も
投
票
に
つ
い
て
同
じ
よ
う

な
こ
と
を
書
い
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
照
川
さ
ん
も
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
た

め
に
手
足
は
ま
っ
た
く
動
か

ず
、
人
工
呼
吸
器
を
つ
け
た
状

態
で
す
が
、
光
セ
ン
サ
ー
ス
イ

ッ
チ
を
用
い
た
「
伝
の
心
」
と

い
う
障
害
者
用
パ
ソ
コ
ン
を
駆

使
し
て
こ
の
本
を
出
版
さ
れ
ま

し
た
。
本
の
中
に
は
氏
の
モ
ッ

ト
ー
と
す
る「
病
と
み
ち
づ
れ
」

「
体
は
不
自
由
で
も
、
心
は
自

由
」
と
い
っ
た
珠
玉
の
言
葉
が

散
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
投
票
に
つ
い
て
は
対
談
の

中
で
「
障
害
者
に
な
っ
た
今
の

私
は
、
少
し
で
も
社
会
と
関
わ

り
を
持
っ
て
生
活
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。（
中
略
）
私
の

一
票
は
、
健
常
者
の
も
の
と
同

じ
価
値
を
持
つ
と
い
う
当
た
り

前
の
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
」

と
あ
っ
た
の
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
本
書
は
「
障
害
を
持

っ
て
生
き
て
い
る
の
は
か
わ
い

そ
う
」
な
ど
と
い
う
生
半
可
な

同
情
は
、
少
な
く
と
も
医
療
の

プ
ロ
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ

て
不
要
で
あ
る
こ
と
を
確
信
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

同
日
の
講
演
会
に
話
を
戻
し

ま
す
が
、
終
了
後
に
は
会
の
お

手
伝
い
を
し
て
お
ら
れ
る
神
経

内
科
の
先
生
方
や
コ
ン
チ
ネ
ン

ス
協
会
の
榊
原
千
秋
さ
ん

等
々
、
日
ご
ろ
お
名
前
だ
け
は

拝
見
し
て
い
る
ご
活
躍
の
皆
さ

ん
と
ご
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
が
数
カ

月
に
一
度
、
胃
ろ
う
カ
テ
ー
テ

ル
の
交
換
に
往
診
し
て
い
る
患

者
の
息
子
さ
ん
が
会
の
幹
事
を

し
て
お
ら
れ
る
の
も
初
め
て
知

り
ま
し
た
。

さ
て
、
胃
ろ
う
の
小
川
に
と

っ
て
ど
う
し
て
も
気
に
な
る
一

点
が
あ
り
ま
し
た
。
止
せ
ば
い

い
の
に
、
会
長
の
橋
本
さ
ん
に

向
か
っ
て
ず
け
ず
け
と
「
あ
な

た
は
ど
う
し
て
鼻
か
ら
管
を
入

れ
て
お
ら
れ
る
の
か
」
と
質
問

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
し
か

し
て
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
の
会
長
が

胃
ろ
う
を
せ
ず
、
経
鼻
胃
管
法

だ
と
い
う
の
は
何
か
胃
ろ
う
に

対
し
て
良
く
な
い
風
評
で
も
あ

る
の
だ
ろ
う
か
、
と
一
瞬
頭
を

よ
ぎ
り
、
こ
こ
で
聞
い
て
お
か

な
け
れ
ば
、
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ご
主
人

は
「
家
内
の
発
病
当
時
は
鼻
か

ら
の
管
し
か
な
か
っ
た
の
で
、

ず
っ
と
こ
れ
な
ん
で
す
よ
」
と

返
さ
れ
た
が
、
ご
本
人
の
目
の

動
き
を
一
生
懸
命
読
ん
で
い
た

娘
さ
ん
は
「
胃
ろ
う
は
ト
ラ
ブ

ル
の
多
い
方
法
だ
と
聞
い
て
い

ま
す
」
と
回
答
さ
れ
た
。

石川県内視鏡従事者フォーラムのご案内 

【主催】北陸消化器内視鏡技師会石川県支部 
【問い合わせ・申し込み先】安田内科病院　松村あつ子 
  TEL. 076‐291‐2911　FAX. 076‐291‐6787

日　時　時 日　時 2004年8月29日（日）午後1時～5時 
場　所場　所 場　所 

【参加費】  500円　【定員】  約95人　【対象】  内視鏡技師・看護師・医療従事者 

「地域で求められる内視鏡技師の胃ろう知識 
   ─PEG管理について」 

特別講演特別講演 特別講演 

石川県地場産業振興センター 本館第2研修室 

演　者　小川　滋彦（小川医院・院長） 

「PEGカテーテルの種類と取り扱いについて」 
ボストン・サイエンティフィック・ジャパン（株） 

メーカーからの情報提供 

※フォーラム終了後、受講証明書を発行いたします。 

病院・有床診療所問題交流集会 
入院医療をめぐる現状と課題を明らかにする

とともに、具体的な対応策を学習・交流します。
募集要項は下記のとおりです。ぜひご参加くだ
さい。 

主　催 

日　時 

参加費 

会　場 

全国保険医団体連合会 

8月28日（土）１８：３０～２１：００ 
8月29日（日）１０：００～１５：３０ 

名古屋クラウンホテル 
・両日参加…1人 10,000円 
・1日参加…1人     6,000円 

※同一法人2人目以降は、上記より3,000円引きとなります。 

にご参加を 
主な内容 

●申し込み・お問い合わせは、石川県保険医協会へ 
　（8月9日締切／定員200人） 

8月28日（土）18：30～21：00
○基調提案 中島幸裕氏（保団連病院有床診対策部長） 
○記念講演 「感染症とたたかう…インフルエンザとSARS」 
 《講師》田代  眞人氏（国立感染症研究所ウイルス第三部部長） 

全体会議 

8月29日（日）9：30～12：00
○全体学習会 「保険診療の成立要件」 
 富山県での連続監査問題を教訓にした学習会 
 《講師》富山県保険医協会 

全体会議 

8月29日（日）13：00～15：30
○病院分科会 ・「病院会計の変更の概要」説明会 
   《講師》大川  幸一氏（中央青山監査法人公認会計士） 
 ・「DPCの具体的内容と問題点」 
   《講師》高石  光雄氏（埼玉協同病院院長） 
○有床診分科会 ・講演「有床診は今後どうなるか、 
         ０６年医療改革をひかえて」 
   《講師》大岩  俊夫氏（全国有床診連絡協議会常任理事） 
 ・「保団連小規模入院施設構想」の再検討と活用の討議 

分科会 

保団連 
第２２回 

TEL. 076（222）5373 
FAX. 076（231）5156

う
〜
む
、
悪
い
予
感
が
当
た

`

っ
て
し
ま
っ
た
。
胃
ろ
う
の

最
も
良
い
適
応
だ
と
信
じ
て
い

た
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
さ
ん
た
ち
の
間

で
こ
の
よ
う
な
認
識
だ
と
し
た

ら
、
い
っ
た
い
私
は
今
ま
で
何

を
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う
・
・
・

と
、
ち
ょ
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。そ

う
い
う
わ
け
で
、
い
ろ
い

ろ
な
意
味
で
実
り
の
多
い
一
日

で
し
た
。

2
一
角
、
1
一
玉
、
2
二
銀
成
、
同
玉
、

3
二
金
、
1
一
玉
、
1
四
竜
、
1
三
歩
、

1
二
角
成
、
同
玉
、
2
三
竜
、
同
玉
、

2
二
飛
ま
で
十
三
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
2
三
竜
は
、
同
玉
、
2
一
飛
、

3
三
玉
、
1
一
角
、
2
二
歩
と
さ
れ
詰

み
ま
せ
ん
。
2
一
角
を
取
る
の
は
早
詰

め
な
の
で
1
一
玉
で
す
が
、
2
二
銀
成

が
急
所
の
一
手
。
同
飛
は
同
竜
以
下
の

早
詰
め
で
す
。
同
玉
に
3
二
金
と
寄
っ

て
か
ら
1
四
竜
と
す
る
の
が
玉
の
逃
げ

道
を
ふ
さ
ぐ
決
め
手
で
、
角
を
さ
ば
き

竜
を
取
っ
て
収
束
し
ま
す
。 

（
問
題
は
８
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

将
棋
解
答 

囲 

解 
答 

碁 

黒
1
か
ら
3
が
好
手
で
す
。
白
も
4
・

6
で
以
下
黒
11
ま
で
コ
ウ
が
正
解
。

白
2
で
7
は
黒
3
白
10
黒
2
で
黒
勝

ち
で
す
。
白
4
で
11
は
黒
6
白
8
黒

7
で
活
き
ま
す
。
黒
1
で
7
あ
る
い

は
3
は
白
1
で
失
敗
で
す
。
 

（問題は8面にあります） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
一 

二 

三 

四 

五 

六 

七 

八 

4 6
82

10

19 15 111
1117 13
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会員・個展のご案内 

痛ましい拉致被害事件や混迷のイラク戦争を悼み、平和と
癒し、そして楽しさをテーマとしました。いくつかの古今、
諸外国の文字や種々の書体を交えての創作書展です。会場の
大正初期和風建築・庭園をお楽しみいただきながら、ご高覧
くださればうれしく存じます。 

2004年８月４日（水）～８月１５日（日） 
午前１０時～午後６時 
※月曜日休館のため、８月９日は休みです。 
※金曜、土曜日は午後８時までです。 
※最終日の１５日は、午後５時までです。 

石川国際交流サロン 
（「石亭」に向かって左・地図をご参照ください） 
※会場の専用駐車場はありません。 

旧石川県庁 
● 

● 
21世紀美術館 
（建築中） 

● 
金沢市役所 

兼六園 
● 

●石浦神社 
 

石亭 
● 

● 

観光会館● ●県立図書館 
●MRO

石川国際交流サロン 
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4
4
4
4
4
4
4

（入場無料） 
（美川町・水野歯科クリニック院長　水野紘八郎） 

槍
が
岳
は
、
登
山
を
や
ら

な
い
人
で
も
名
前
ぐ
ら
い
は

知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
れ

ほ
ど
有
名
で
あ
り
、
あ
る
意

味
で
富
士
山
と
並
ぶ
日
本
の

山
の
象
徴
的
存
在
で
あ
る
。

登
山
が
一
般
大
衆
に
広
が
っ

た
昭
和
初
期
か
ら
こ
の
山
を

め
ぐ
っ
て
様
々
な
ド
ラ
マ
が

繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
こ
の

山
に
あ
こ
が
れ
て
挑
戦
し
、

命
を
落
と
し
た
登
山
家
も
少

な
く
は
な
い
。
こ
う
し
た
ド

ラ
マ
の
舞
台
と
な
っ
た
有
名

な
尾
根
が
北
鎌
尾
根
で
あ
る
。

北
鎌
尾
根
は
槍
に
達
す
る
い

く
つ
か
の
尾
根
の
中
で
も
最

も
険
し
く
、
明
瞭
な
登
山
道

が
な
い
い
わ
ゆ
る
バ
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー
ト
で
あ
る
。

山
を
始
め
た
こ
ろ
、
僕
も

こ
の
尾
根
に
憧
れ
い
つ
か
は

こ
の
尾
根
か
ら
槍
山
頂
を
目

指
し
た
い
と
い
つ
も
心
に
決

め
て
い
た
。
僕
が
こ
の
尾
根

に
初
め
て
挑
戦
し
た
の
は
ま

だ
登
山
を
始
め
て
数
年
の
駆

け
出
し
の
こ
ろ
の
あ
る
暑
い

夏
の
日
で
あ
っ
た
。

富
山
県
立
中
央
病
院
に
在

籍
し
て
い
た
そ
の
当
時
、
五

日
の
夏
休
み
を
頂
い
た
の
で

こ
れ
幸
い
と
計
画
し
た
。
計

画
で
は
五
日
分
の
食
料
や
テ

ン
ト
、
写
真
器
材
な
ど
三
十

キ
ロ
近
い
重
装
備
で
長
野
県

の
中
房
温
泉
か
ら
入
山
し
、

北
鎌
尾
根
、
槍
が
岳
、
水
晶

岳
、
薬
師
へ
と
縦
走
を
続
け

て
富
山
県
の
折
立
に
下
る
と

い
う
長
丁
場
の
行
程
で
あ
っ

た
。中

房
温
泉
か
ら
は
燕
岳
、

大
天
井
岳
を
通
過
し
稜
線
か

ら
一
旦
、
貧
乏
沢
に
下
っ
て

北
鎌
尾
根
に
取
り
付
い
た
。

二
日
目
、
沢
で
五
リ
ッ
ト
ル

近
い
水
を
担
い
で
の
道
無
き

北
鎌
沢
を
登
る
つ
ら

さ
は
、
今
思
い
出
し

て
も
ぞ
ー
っ
と
す

る
。
北
鎌
尾
根
に
登

り
上
げ
る
ま
で
二
度

も
道
に
迷
っ
て
し
ま

い
、
大
幅
に
時
間
を

ロ
ス
し
た
。
結
局
一

日
で
槍
山
頂
に
達
す

る
と
い
う
当
初
の
予

定
は
大
幅
に
狂
い
、

槍
が
岳
手
前
の
独
標

で
ビ
バ
ー
ク
す
る
と

い
う
羽
目
に
陥
っ
た

の
で
あ
っ
た
。

こ
の
独
標
の
頂
は
三
千
メ

ー
ト
ル
を
越
す
高
さ
に
あ

り
、
岩
で
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
一

坪
ほ
ど
の
平
坦
地
で
あ
る
。

強
風
に
で
も
襲
わ
れ
れ
ば
谷

ま
で
真
っ
逆
さ
ま
と
い
う
怖

い
場
所
で
あ
っ
た
が
、
ハ
ラ

ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
天

候
が
荒
れ
な
い
よ
う
に
神
に

祈
り
な
が
ら
心
細
い
一
夜
を

過
ご
し
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ

っ
て
、
翌
日
は
文
句
無
し
の

快
晴
に
な
り
、
朝
焼
け
で
真

っ
赤
に
染
ま
る
槍
が
岳
の
写

真
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
時
の
写
真
は
僕
が

こ
れ
ま
で
山
で
撮
影
し
た
写

真
の
中
で
も
最
高
の
出
来
映

え
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
何
枚

も
写
真
を
取
り
ま
く
り
、
神

に
感
謝
し
て
僕
は
槍
山
頂
を

目
指
し
た
。

独
標
か
ら
も
厳
し
い
不
明

瞭
な
岩
尾
根
は
続
き
、
緊
張

の
連
続
で
あ
っ
た
。
山
頂
直

下
の
急
な
岩
場
を
こ
な
す

と
、
最
後
は
ひ
ょ
こ
っ
と
山

頂
の
祠
の
裏
に
出
た
。
や
っ

た
、
つ
い
に
僕
の
北
鎌
尾
根

完
登
が
な
し
遂
げ
ら
れ
た
瞬

間
で
あ
っ
た
。
山
頂
か
ら
は

三
百
六
十
度
の
大
展
望
が
広

が
り
、
穂
高
、
笠
、
遥
か
白

山
ま
で
そ
の
景
色
を
堪
能
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
日

は
槍
を
後
に
し
て
三
俣
蓮
華

の
キ
ャ
ン
プ
場
ま
で
足
を
伸

ば
し
、
以
後
薬
師
経
由
で
無

事
富
山
に
下
山
し
た
。

あ
の
暑
い
夏
の
日
か
ら
す

で
に
十
年
以
上
が
た
ち
、
い

ま
だ
に
山
を
続
け
て
い
る
。

開
業
医
と
な
り
、
も
う
長
期

の
休
み
は
取
れ
ず
、
あ
の
よ

う
な
山
行
は
で
き
な
い
が
、

北
鎌
尾
根
を
や
り
遂
げ
た
自

信
が
あ
る
意
味
で
僕
の
人
生

の
自
信
に
な
っ
て
い
る
よ
う

な
気
が
す
る
。

【第29話】　北鎌尾根から槍山頂へ 

槍山頂へ続く北鎌尾根

独標から見た槍が岳

888888888888888888888

世界の真ん中で、愛と平和を感じよう 

李　政美、ナビイ（寿・kotobuki）、おーまきちまき 
イマ・ココニ・ミンナガ・イルカラ 

20048.8sun

 鶴来町総合文化会館 

クレイン 

OPEN 13:00　START 14:00

3,000円（当日500円増） 
 小・中学生及び65歳以上2,000円 

ウィミンズボイスコンサート実行委員会 
Fun Fan Fact（山先）／TEL.090‐2830‐2634 
E-mail  fwgh４５０１＠mb.infoweb.ne.jp　URL  http://village.infoweb.ne.jp/̃fwgh４５０１/

開催場所 

開催時間 

チケット 

問い合わせ 
申 し 込 み 

国道
8号線

 

加賀
産業
道路
 

至金沢 

至四十万 

至川北大橋 

至小松 

クレイン（鶴） 
石川県石川郡鶴来町七原77 
TEL.0761‐93‐9700

国
道
157号

線
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大きなちからが 

大きなちからで 

　あなたを  わたしを 

　いつもいつも 

　まもってくれるよ… 

梅原司平コンサートに、多くの方の参加、ありが
とうございました。 
「音楽っていいなー」という気持ちで、今は、こ

のコンサートの実行委員をしています。 
李政美（イ・チョンミ）さんは、2002年6月に核

戦争を防止する石川医師の会等の企画した平和コン
サートで素敵な歌声を聞かせてくださいました。 
おーまき・ちまきさんは、神戸地震のとき、避難

所をめぐり、アコーデオンを弾いて被災者を元気づ

けられた方です。精神的弱者の相談活動もされてい
ます。 
実行委員長の山先さんは、いつも素敵なコンサー

トを企画される方です。ホームページ見てください。
きれいな写真、楽しい情報が詰まっています。 
8月8日のコンサートに多くの方の参加を、お待

ちしています。 
チケット希望の方は、診療所、帯刀に電話くださ

い。0761－43－0375です。 

小松みなみ診療所　帯刀　裕之 

イ・チョンミ 



2004年7月15日（毎月15日発行）（8）第387号　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

数
年
前
に
石
川
県
少
年
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
連
盟
の
会
長
に
な
っ

た
。会
長
の
役
割
は
と
い
え
ば
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
の
開
会

式
、
閉
会
式
で
の
ご
あ
い
さ
つ

や
表
彰
式
で
の
カ
ッ
プ
、
盾
、

賞
状
の
授
与
な
ど
、
形
式
的
な

活
動
が
主
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ

れ
で
良
い
の
だ
が
、
頭
よ
り
も

体
を
使
う
こ
と
が
好
き
な
僕
に

と
っ
て
何
か
物
足
り
な
く
て
し

ょ
う
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

子
ど
も
た
ち
の
練
習
会
や
、
合

宿
に
足
を
運
び
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
練
習
相
手
を
さ
せ
て
も
ら

っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
お
か
げ
で
多
く
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら

は
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
を
自

認
す
る
僕
に
と
っ
て
大
切
な
こ

と
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
何
か
を
話
す
前
に
、

僕
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
歴
を
述
べ

た
い
。
僕
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に

本
気
を
出
し
た
の
は
医
者
と
な

っ
た
四
年
目
の
三
十
二
歳
で
あ

る
。
ス
タ
ー
ト
と
し
て
は
遅
い

ほ
う
で
あ
る
が
、
競
技
の
お
も

し
ろ
さ
と
、
負
け
ず
嫌
い
の
性

格
が
幸
い
し
て
途
切
れ
る
こ
と

な
く
練
習
を
続
け
て
き
た
。
今

も
現
役
と
し
て
競
技
会
に
参
加

し
て
い
る
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
は

今
年
で
二
十
四
年
目
に
な
る
。

さ
て
、
そ
の
僕
が
初
め
て
子

ど
も
た
ち
と
試
合
し
た
時
の
こ

と
で
あ
る
。
小
学
生
だ
か
ら
と

軽
い
気
持
ち
で
コ
ー
ト
に
立
っ

た
僕
は
、
子
ど
も
た
ち
の
あ
ま

り
の
強
さ
に
愕
然
と
し
た
。

「
何
な
ん
だ
こ
の
子
た
ち

は
・
・
・
」。
気
が
つ
け
ば
人

生
を
賭
け
る
く
ら
い
真
剣
に
試

合
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
負

け
た
時
に
は
、
長
い
キ
ャ
リ
ア

で
支
え
ら
れ
て
い
た
自
信
が
ガ

ラ
ガ
ラ
と
崩
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。

学
ん
だ
こ
と
そ
の
①
「
子
ど

も
は
お
と
な
よ
り
ず
っ
と
凄

い
」僕

の
相
手
を
し
た
子
ど
も
た

ち
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
歴
は
、
開

始
が
小
学
校
の
二
、
三
年
生
で

あ
る
。
彼
ら
が
試
合
で
僕
に
勝

つ
の
だ
か
ら
、
な
ん
と
わ
ず
か

三
〜
四
年
で
僕
の
二
十
年
分
を

超
え
る
能
力
を
身
に
つ
け
た
計

算
に
な
る
。
こ
の
子
ど
も
た
ち

の
底
知
れ
ぬ
能
力
に
ひ
た
す
ら

驚
く
ば
か
り
か
、
尊
敬
の
念
さ

え
生
ま
れ
て
く
る
。
ネ
ッ
ト
ぎ

り
ぎ
り
に
落
と
す
ド
ロ
ッ
プ
シ

ョ
ッ
ト
や
バ
ッ
ク
サ
イ
ド
の
奥

深
く
か
ら
ス
ト
レ
ー
ト
に
打
ち

込
む
ス
マ
ッ
シ
ュ
の
見
事
さ
、

憎
ら
し
い
く
ら
い
に
鮮
や
か
な

フ
ェ
イ
ン
ト
な
ど
、
僕
が
何
度

練
習
し
て
も
う
ま
く
で
き
な
い

技
術
を
完
全
に
身
に
つ
け
て
い

る
。
そ
ん
な
彼
ら
を
見
る
に
つ

け
、
子
ど
も
の
能
力
を
伸
ば
す

環
境
づ
く
り
の
大
切
さ
と
、
能

力
の
芽
を
摘
み
取
る
大
人
の
エ

ゴ
や
横
暴
を
許
す
べ
き
で
な

い
、
と
確
信
し
た
の
で
あ
る
。

学
ん
だ
こ
と
そ
の
②
「
こ
ど

も
だ
っ
て
勝
負
は
真
剣
だ
」

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
が

ジ
ュ
ニ
ア
の
強
化
目
的
で
小
学

生
一
年
生
、
二
年
生
の
全
国
大

会
を
企
画
し
た
。
大
会
の
持
つ

意
義
に
つ
い
て
賛
否
両
論
が
あ

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
そ
れ
は
別
と
し
て
、
そ
の

大
会
で
次
の
よ
う
な
こ
と
を
知

っ
た
。
①
子
ど
も
た
ち
は
ル
ー

ル
を
理
解
し
て
、
真
剣
に
試
合

を
し
て
い
た
。
②
勝
つ
た
め
の

戦
法
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
を
し

っ
か
り
実
行
し
て
い
た
。
③
負

け
た
子
ど
も
は
悔
し
さ
の
あ
ま

り
、
コ
ー
ト
に
突
っ
伏
し
て
泣

い
て
い
た
。
さ
て
、
こ
れ
ら
の

光
景
か
ら
僕
は
子
ど
も
た
ち
の

心
の
動
き
が
こ
ん
な
に
も
大
人

北山　吉明（金沢市・形成外科） 
２９ 

 

未
知
な
る
も
の
不
可
思
議
な
る
も
の 

近
年
、
一
種
の
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
通
販
雑
誌
を
パ
ラ
パ
ラ

と
め
く
っ
て
い
た
家
内
が
「
ま
あ
！
こ
れ
っ
…
」
と
指
差
し

た
頁
に
あ
っ
た
品
物
が
、
今
や
す
で
に
わ
が
家
の
家
具
と
な

っ
て
収
ま
っ
て
い
る
額
縁
衝
立
。
縦
百
八
十
糎
、
横
九
十
糎

の
三
枚
折
り
木
製
枠
に
十
五
面
の
小
窓
を
セ
ッ
ト
し
た
と
い

う
代
物
で
あ
る
。
二
十
五
×
二
十
糎
の
小
窓
に
絵
も
良
し
写

真
も
良
し
絲
繍
も
良
し
、
何
で
も
差
し
込
ん
で
楽
し
ん
で
下

さ
い
と
い
う
作
り
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
も
あ
れ
何
か
飾
ら
な

い
と
家
具
と
し
て
完
成
し
な
い
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
私
が
絵

を
十
五
枚
画
い
て
嵌
め
こ
む
羽
目
に
な
っ
て
し
ま
う
。
も
ち

ろ
ん
雑
誌
か
ら
キ
レ
イ
な
写
真
か
名
画
を
切
り
抜
い
て
入
れ

た
ら
よ
い
話
だ
が
、
そ
れ
で
は
面
白
味
が
な
い
と
家
内
は
譲

ら
な
い
。
そ
こ
で
四
季
咲
き
の
薔
薇
を
画
く
こ
と
に
す
る
。

バ
ラ
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
私
の
姉
が
趣
味
に
し
て
い
て
、

毎
年
見
事
な
花
束
を
贈
っ
て
く
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
世
話

す
る
体
力
が
落
ち
た
理
由
で
途
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
わ
が
家

で
は
栽
培
す
る
地
面
も
知
慧
も
な
い
か
ら
、
バ
ラ
園
に
写
生

に
出
向
く
か
、
写
真
を
参
考
に
す
る
し
か
な
い
。

そ
こ
で
資
料
の
蒐
集
か
ら
始
め
る
。
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
花
だ

か
ら
読
者
の
中
に
は
知
識
豊
富
な
方
々
も
多
い
と
思
う
が
、

バ
ラ
に
つ
い
て
大
ま
か
な
ご
紹
介
を
す
る
の
で
ご
辛
抱
願
い

た
い
。

百
科
事
典
を
か
い
つ
ま
ん
で
拾
い
読
み
し
て
み
る
。
バ
ラ

科
の
一
属
ロ
ー
サ
（
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ａ
）
の
総
称
で
原
種
だ
け
で
も

二
百
八
十
種
以
上
あ
る
と
。
現
代
の
園
芸
品
種
は
高
度
の
雑

種
で
あ
る
が
、
関
与
し
た
原
種
の
数
は
八
種
類
と
意
外
に
少

な
く
、
現
産
地
は
イ
ラ
ン
な
ど
の
中
東
と
中
国
・
日
本
を
含

む
東
ア
ジ
ア
で
あ
り
、
二
種
以
上
の
交
配
に
よ
る
そ
う
だ
。

バ
ラ
が
香
料
ま
た
は
薬
用
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
は
古
代
か

ら
で
あ
る
が
、
観
賞
用
と
し
て
は
意
外
と
歴
史
は
浅
く
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
は
中
世
以
後
と
い
わ
れ
る
。
中
国
で
は
も
っ
と

古
く
か
ら
観
賞
さ
れ
、
文
献
や
美
術
品
が
残
っ
て
い
る
。
東

洋
的
な
植
物
だ
っ
た
の
だ
と
納
得
。

バ
ラ
の
品
種
は
ブ
ッ
シ
ュ
と
な
る
①
四
季
咲
大
輪
②
ふ
さ

咲
中
輪
③
ふ
さ
咲
大
輪
④
ミ
ニ
ァ
チ
ュ
ア
に
類
別
し
、
つ
る

バ
ラ
と
な
る
品
種
は
大
・
中
・
小
輪
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の

総
数
は
何
と
モ
ダ
ー
ン
・
ロ
ー
ゼ
ズ
と
し
て
約
二
万
六
千
五

百
種
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
咲
く
形
か
ら
は
、
抱
え
咲
き
、

剣
弁
咲
き
、
高
芯
咲
き
、
平
咲
き
等
と
呼
ぶ
。

バ
ラ
の
色
彩
に
は
、
一
九
〇
〇
年
ソ
レ
イ
ユ
・
ド
ー
ル
種

以
来
、
黄
、
橙
、
濃
赤
な
ど
非
常
に
豊
か
に
栽
培
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
青
色
だ
け
は
作
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

先
日
の
報
道
で
は
、
日
本
の
某
企
業
が
実
験
に
成
功
し
た
と

い
う
。

こ
こ
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
挿
話
を
一
つ
二
つ
。
ギ
リ
シ
ャ

神
話
で
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
が
海
の
大
波
の
間
か
ら
現
れ
た
時
、

バ
ラ
も
一
緒
に
生
ま
れ
た
と
い
う
詩
（
前
五
七
〇
年
）
か
ら
、

ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
誕
生
に
そ
の
有
様
が
画

か
れ
て
い
る
。
ロ
ー
マ
時
代
に
は
、
バ
ラ
を
天
井
か
ら
吊
る

し
た
宴
会
場
で
交
わ
さ
れ
る
会
話
は
一
切
秘
密
に
す
る
風
習

が
あ
っ
て
、
現
在
で
も
（
バ
ラ
の
下
で

サ
ブ
・
ロ
ー
ザ

）
と
い
う
と
（
秘
密

に
ね
）
と
い
う
意
味
に
な
る
由
。
日
本
で
薔
薇
と
い
う
漢
字

が
初
め
て
使
わ
れ
た
の
は
古
今
和
歌
集
で
、
薔
は
本
来
は
墻

（
垣
根
）
で
、
こ
れ
に
絡
み
つ
く
性
質
か
ら
こ
の
よ
う
な
難

し
い
字
に
な
っ
た
ら
し
い
。

こ
ん
な
逸
話
を
楽
し
み
な
が
ら
小
窓
の
バ
ラ
達
を
画
い
て

い
る
う
ち
に
、
わ
が
家
の
衝
立
も
十
五
枚
の
華
麗
な
装
い
が

完
成
し
、
い
ま
二
人
で
悦
に
入
っ
て
眺
め
て
い
る
次
第
で
あ

る
。
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薔
　
薇

安
藤
　
良
一
（
金
沢
市
・
内
科
）

に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
驚

い
た
。
ル
ー
ル
の
理
解
や
ゲ
ー

ム
の
組
み
立
て
は
指
導
に
よ
っ

て
身
に
つ
く
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
負
け
て
悔
し
い
と
い

う
感
情
が
こ
の
年
齢
で
か
く
も

激
し
く
現
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
子
ど
も
を
実
際
以
上
に
子

ど
も
と
見
て
い
た
僕
の
意
識

が
、
強
烈
な
し
っ
ぺ
返
し
に
あ

っ
た
。

子
ど
も
の
能
力
は
こ
れ
く
ら

い
と
か
、
子
ど
も
の
感
情
は
そ

の
場
限
り
だ
と
か
、
大
人
が
勝

手
に
ラ
イ
ン
を
引
い
て
も
、
そ

ん
な
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
ほ

ど
彼
ら
の
能
力
や
感
性
は
小
さ

く
な
い
。
お
そ
ら
く
、
ほ
と
ん

ど
の
子
ど
も
た
ち
が
多
く
の
分

野
で
、
大
人
の
想
像
を
絶
す
る

可
能
性
を
持
っ
て
い
る
の
だ
と

思
う
。
そ
の
能
力
を
ど
ん
ど
ん

枠
に
は
め
、
発
育
を
阻
ん
で
い

る
の
は
僕
た
ち
の
狭
い
常
識
で

は
な
か
ろ
う
か
。大
人
た
ち
よ
、

も
っ
と
謙
虚
に
な
り
、
子
ど
も

た
ち
を
自
分
と
対
等
な
存
在
と

し
て
と
ら
え
、
す
ば
ら
し
い
能

力
を
示
す
彼
ら
を
尊
敬
し
よ

う
。
彼
ら
が
行
く
道
だ
け
を
指

し
示
し
、
あ
と
は
邪
魔
し
な
い

よ
う
に
彼
ら
の
身
近
に
控
え
て

い
よ
う
で
は
な
い
か
。

囲 碁 

（解答は6面にあります） （解答は6面にあります） 

持
駒
　
角 

■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒先コウ　5分で有段者 
〈ヒント〉白にも好手がありコウに 
 なります。 

■出題 
　六段 
　高田尚平 

〈ヒント〉竜を使うタイミング。 
 10分で二段。 
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